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がんばれ！先生のたまごさん！

校長 山 口 明 美

七浦小学校のブランコは、海を一望できる最高のロケーショ

ンの場所にあります。晴れた日は、子どもたちのブランコをこ

ぐ音と楽しい語らいの声に、つい引きつけられて窓から覗いて

しまいます。きっと、大人になっても忘れない心の原風景の一

つになることまちがいないと思います。穏やかな海から冬の厳

しい海へのバトンタッチの日が１日でも遅くなることを願うこ

の頃です。

11月９日（月）から２週間、岩﨑さんの教育実習を受け入れました。岩﨑さんは、七浦小の

卒業生です。来春から小学校の教員として教育現場に立たれる予定です。実習を行うに当たって

の本人の意気込みを聞くと、「私は人見知りであるため、児童と積極的にコミュニケーションを

とることができるか不安です。しかし、実習をとおしてそのような弱点を克服し、自分から積極

的に児童に関わることができるようになりたいです。」と言われました。そして、岩﨑さんはみ

ごとにこの弱点を克服しました。お別れ式で、「岩﨑先生と遊んだりお話をしたりして楽しかっ

た人」という私の問い掛けに、全校の児童が迷いもなくぱっと手を挙げました。また、岩﨑さん

が、一生懸命に授業に向き合い、子どもたちから学ぼうとする姿勢が実習期間の随所に感じるこ

とができました。

実習最後の日の公開授業では、岩﨑さんが６年生の時の担任であられた藤井先生も参観されま

した。３年生の子どもたちが普段よりもさらに真剣に算数の授業に取り組んでいる姿が微笑まし

かったです。「岩﨑先生のために、岩﨑先生が困らないようにがんばろう」という子どもたちの

気持ちが、参観している私たちにも手に取るように伝わってきました。子どもたちとの信頼関係

が築けているからこその姿です。

新任教師としてスタートした時に教えられた言葉があります。「教師はすばらしい仕事だ。人

様の子どもを教えるという、神様にしか許されない行為を仕事とするのが教師である。心してや

りなさい。」岩﨑さんから、この言葉を思い起こさせてもらいました。そして、これからも教員

人生の応援団として見守っていきたいと思います。がんばれ！先生のたまごさん！


